
国際物流強靭化推進研究会

物流・ロジスティクス・ＳＣＭ管理者による

近年、地政学的リスクの高まりや環境規制の強化、労働力不足など、国際物流を取り巻く環境は急速に
変化・複雑化しています。これらの課題は、サプライチェーンの寸断や物流コストの増加、輸送の遅延な
どを引き起こし、企業活動に大きな影響を及ぼしています。
本研究会は、各社が抱える国際物流に関する諸課題に対し、課題解決につながる情報提供や参加企業間

の意見交換を通じて、個社の物流における最適化・強靭化に資することを目指す研究会です。あわせて、
物流事業者、船社、行政等のステークホルダーとの意見交換を通じて、情報収集・情報発信を行います。
これらの活動を通じて、国際物流を取り巻く課題への理解深化と対応力向上を図ります。

プログラム（案）会期

オリエンテーション【事務局】
参加者自己紹介
主査発表

2026年
6月23日(火)

1

【ゲスト講演】地政学・関税変動に備える国際物流戦略7月17日(金)2

【メンバー発表】メンバー発表①
メンバー発表②

8月21日(金)3

【ディスカッション】船社①招聘、意見交換9月18日(金)4

【ディスカッション】船社②招聘、意見交換10月23日(金)5

【ゲスト講演】配車最適化と荷役待ち削減で進めるコンテナ物流DX11月20日(金)6

【メンバー発表（アンケート）】積載率改善に向けた各社取り組み12月18日(金)7

【ゲスト講演/メンバー発表】動静可視化ツール活用
2027年
1月22日(金)

8

【ディスカッション】フォーワーダー招聘、意見交換2月19日(金)9

【メンバー発表（アンケート）】海外現地法人の物流管理・本社支援のあり方3月19日(金)10

※会期およびプログラム（案）については変更になる場合があります。

主査

プログラム

開催形式

森川 健 氏 中央大学 国際経営学部 兼任講師
公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会 所長補佐

運営方法 ・年間登録メンバー制の月例会
・ゲストスピーカ講演、メンバー発表、ディスカッション等にて構成
・メンバーはGIVE ＆ TAKEを基本姿勢とし、積極的な参画に努める
※本研究会では、独占禁止法及び独占禁止法のガイドラインにて定めているところの、新製品の販売時期、

商品仕様、価格、数量等の 禁止事項に関する議題の設定や議論は一切行いません。

会場／オンライン併用開催
集合型会場 ：日本ロジスティクスシステム協会 会議室（東京都港区）他
オンライン型：ZOOMミーティングを使用し開催いたします。

本研究会について（参加のおすすめ）



2025年度活動内容(一部）

■ゲストスピーカ講演
・第二次トランプ政権が国際物流に与える影響
・物流CO2排出量可視化の動向と物流排出量削減マネジメント
・国際物流のロスプリベンション
・コンテナ海上輸送市況の現状

■メンバー発表
・国際物流の可視化ツール導入後の経過と課題
・人材育成の重点対象・キャリア設計・育成手段・推進体制・効果測定の全体像整理
・国際物流費含めたKPIと評価管理
・国際輸送会社入札運用、選定/起用基準、評価管理手法

■ディスカッション
・戦略港湾の活用状況、活用するうえでの問題意識・課題・要望等
・「荷主」にとって「魅力ある港とは？」
・基幹航路サービス開発の要望と情報発信、船社との意見交換

日本ロジスティクスシステム協会（以下「主催者」という）が定める「JILSオンライン研修受講にあたってご了承いただきたいこ
と」(URL：https://bit.ly/346E1Ag)と、以下の事項の内容をお読みいただき、内容についてご理解、ご承諾のうえお申込みくだ
さい。
●参加者に起因する事由により通信が中断した場合は、主催者は責任を負わないものとします。
●オンライン事業の録画、録音、撮影は禁止します。
●参加者により運営を妨げるおそれのある行為がある場合、対象者の参加を中止させることがあります。
※諸事情により、「JILS オンライン研修受講にあたってご了承いただきたいこと」の内容等を変更する場合があります。

公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会
業務管理部
東京都港区海岸1-15-1 スズエベイディアム3階
E-Mail：shien@logistics.or.jp

ト ッ プ イベント・講習会・交流会 テーマ別交流会

【キャンセル規定】
第１回会合開催７日前～前々日（開催日初日を含まず起算）

・・・参加料（消費税を除く）の３０％
第1回会合開催前日および当日 ・・・参加料（原則として消費税を除く）の全額

■参加資格
原則、SCM・ロジスティクス・物流部門、事業部門等の管理者

■参 加 料
【荷主企業（製造業主体）として参加】
JILS会 員：121,000円（消費税込）／１名・年間登録
JILS会員外：253,000円（消費税込）／１名・年間登録

【ソリューション企業として参加】
※新規企業のお申込は、お断りさせていただく可能性がご
ざいます。予めご了承ください。
JILS会 員：242,000円（消費税込）／１名・年間登録
JILS会員外：374,000円（消費税込）／１名・年間登録

■参加定員 30名（定員になり次第、締め切ります）

・WEB 請求書で請求いたします。
・WEB 請求書は原則として参加者のE-mail 宛に送付いたしま
す。それ以外をご希望の方は、協会への連絡事項欄にご指示く
ださい。
・お支払いは、原則として第1回会合前日までにお願いいたし
ます。（会合後になる場合は、参加申込フォーム内、備考欄に
明記してください。）
・振込手数料はお客様にてご負担願います。

WEBの場合
当協会ホームページの本プログラムのページよりお申し込み
ください。

※当協会のホームページは
www1.logistics.or.jp または「JILS」で検索

■オンライン事業へのご参加にあたり■

■参加資格・参加料■ ■参加申込方法■

■参加料支払い方法■

■問い合せ先■

■2025年度参加メンバー：全20社・25名（企業メンバー）■

個人情報の取り扱いについて
公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会では、個人情報の保護に努めております。詳細は、当協会のプライバシーポリシー（http://www.logistics.or.jp/privacy.html）をご覧ください。
なお、ご記入いただきましたお客様の個人情報は、本講座に関する確認・連絡・受講者名簿の作成および当協会主催の関連催し物のご案内をお送りする際に利用させていただきます。

AA2634

＜製造業メンバー＞
イシダ、イノアックインターナショナル、クボタ、コマツ物流、三桜工業、セイコーエプソン、
ダイキン工業、TOTO、日本サニパック、パラマウントベッド、ブラザーインターナショナル、
本田技研工業、三井倉庫サプライチェーンソリューション／ソニー、ヤマハ、リコー
＜ソリューション企業メンバー＞
Shippio、デロイト トーマツ コンサルティング、ハービット、PortX、三井住友信託銀行
＜行政メンバー＞
国土交通省 港湾局 国際コンテナ港湾政策推進室 港湾経済課港湾物流戦略室


